
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 11月２日 柏崎市立瑞穂中学校 保健だより 

11月号 

 定期テストが迫ってきました。新潟県内ではインフルエンザで学

級閉鎖をする学校が増加してきました。柏崎市内では新型コロナも

流行しています。瑞穂中学校でも 2 年生を中心にインフルエンザが

流行しています。これからも危機感を持って感染症対策に取り組み

ましょう。感染症にかからないためにはどうしたらいいか？自分な

りの健康管理法があるはずです。一人一人体調管理に気をつけて、

万全な体調でテストに臨んでほしいと思っています。 
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 １１月は、にいがた健口文化推進月間 

です。「からだの健康は、お口の健康から」 

をキャッチフレーズに、歯みがきはもちろ

ん、よく噛むことや定期的な歯科検診の 

大切さなど、口の中の健康を考え、実践す

ることを目指しています。 

 まずは、１日３回の食事の時、よく噛ん

で食べることからやってみませんか。 

 １１月１日現在、２４人の生徒が治療完了の用紙を

提出していません。２４人のうち永久歯のむし歯（C 

CO）がある生徒１２人、歯肉炎の生徒が１３人（重

複あり）です。 

むし歯はもちろん、上の図のように歯肉炎も放ってお

くと大変なことになりかねません。 

治療完了の用紙が未提出の生徒には、来週再度治療連

絡票を配布します。早めに治療を開始しましょう。 



 

 

 

 

 

今回は保健室でよく話題になる「友達への・友達からの悪口」について考えてみましょう。 

 

 

１１月の保健目標 

  心の健康について考えよう 

   「誰かに話せる・・」という癒
いや

し 

             現代はストレスの多い社会と言われ、ほとんどの人が 

               何らかの悩みを抱えて生きています。特に思春期をむか 

               えたみなさんは、体のこと、心のこと、将来のこと 

               友達や先輩のことなど、様々な悩みを抱えていることで

しょう。悩みがないという人は単にラッキーなだけで、 

あるのが当たり前と言っていいのかもしれません。 

 でも、その悩みや心配事が、気になって仕方がない、耐えられないほどつらいという時 

は、ぜひ誰かに相談してみてほしいと思います。 

 もしかしたら適切な返事が返ってこないかもしれません。でも、誰かに話すことによっ 

て、その悩みや心配事を「誰にも話せない深刻な悩み」から「人に話せる程度の深刻な悩 

み」へと、気持ちの上で変ることができるかもしれません。不安な気持ちがトーンダウン 

してちょっと気持ちが晴れれば、ポジティブに問題に取り組むこともできます。 

自分の中だけに不安な気持ちをため込んでいては、何も手につかなくなるかもしれません。 

誰かに「相談するという行為」自体が、不安の悪循環を断ち切ってくれることもあるので 

す。家族や友たちに相談できない時は、ぜひ保健室の存在も思い出してください。 

 


